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理,sEM観 察,硬 さ測定,ア ノー ド分極測定お

よびXRD測 定 を行った。

【結果 および考察】SEM観 察 か らsolと22Tは

ノジュールが見 られず単相様であった。250Tは

ノジュールが少量認められた。700Tに 比較 して

22Tと250Tは ノジュール形成 が顕著に抑制 され,

耐食性の向上が示唆 された。400Tの 場合はより

高温の700Tよ りノジュール形成量が多くなった。

この現象は粒界の動力学的駆動力と溶質の化学的

駆動力の観点から説明できた。硬 さ測定において

250Tが287(Hv),700Tで276(Hv)と な り通常の

硬化熱処理を施 した場合 とほぼ同じ硬 さ値 となる
一方で22Tは247(Hv)と 低 くなった。アノー ド分

極曲線か ら,22Tと250TのOCPは 通法の700T

よ り貴 な位置 にシフ トした。22Tと250Tはsol

の耐食 性には及ばないものの耐食性の改善が示唆

され た。 また400TのOCPは,　 SEM像 やXRD

の結果 を反映す るように最 も卑な位置に現れた。

XRDの 結果から,22Tで はα単相(FCC)と な り

250℃ 以上 の温 度 で はAg-richα2相(FCC)と

AuCu　 I型 規則相(FCT)の 二相 が新たに出現す

ることが分かった。また400Tと700Tの(111)α

相の回折線近傍に着 目す ると400Tで は鋳型温度

が低 いにもかかわらず,α2相 とAuCu　 I型 規則

相の回折線が明瞭となり相分離がより進んでいる

現 象が見 出 され た。250T,400T,お よび700T

の高角側の回折 ピークで粒内硬化に伴 う内部ひず

みに起因するブロー ドニングが見られた。

【まとめ】14k金 合金 について鋳型温度 を通法

の700℃ か ら250℃ にす ることで,硬 さを高 く維

持 させたままでノジュールの出現を顕著に抑制す

ることが出来た。

　 12)14K金 合金の鋳型温度を変 えることによる

　　　物性の向上(第2報)

　　　　　　　　　　　　　　　　 ○小磯 和夫

　　　　　　　(奥羽大・大学院 ・高齢者 ・有病者歯科)

【目　 的】14k金 合金 について鋳型温度 を室温

にすることで ノジュール形成 を顕著に抑制出来 る

ことを既に報告 している。本研究では,冷 却速度

の違いによる鋳造組織や物性の変化 を明らかにす

るために鋳型温度の条件をさらに変化 させて検討

した。

【材 料 お よび 方法 】 合 金 試 料 の組 成 は58%

Au-15%Ag-3%Pd-24%Cuで あ る。試料の形

状は厚 さ1.3mm,直 径9mmの 円板状 とした。鋳

型温度 を次の4条 件に変えて鋳造 した。鋳型温度

を700℃ に した場合 を700Tと し,同 様 に400℃,

250℃,22℃ を400T,250T,22Tと 表 記 した。

また700Tの み800℃ で溶体化処理を施 し,　solと

表記した。鋳造体は耐水研磨紙 とアル ミナ懸濁液

を使用 し鏡面に仕上げた。その後,エ ッチング処
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